
「T1 大腸癌のリンパ節転移および再発に関するリスク因子と予後についての解析」  

 

今後の大腸癌手術治療、術後治療に役立て、よりよい治療成績を目指すことを目的として、滋賀県立

総合病院外科で手術を受けられた T1 大腸癌患者さんのリンパ節転移と再発のリスク因子を検討し、予

後を調査します。 

 

2011 年 9 月から 2021 年 12 月までに当科で手術を受けられた T1 大腸癌の患者さん 160 人につ

いて、当科のデータベースよりデータを抽出し、解析します。調査期間は手術日から、最長 2024 年 6 

月までです。  

 

本研究で用いる診療データの利用については、当院の倫理委員会で承認されています。個人を特定で

きないようにデータはすべて匿名化され、個人情報が公開されることは一切ありません。データの管理・解

析においても、厳重な守秘体制のもと行われます。 

 

本研究は既存の診療データを用いた解析であり、新たな診療行為を行うものではありませんが、患者さん

やご家族の方で研究へのデータ使用を希望されない場合には、オプトアウト（データの提供拒否）を選

択することが可能です。その際には、以下の連絡先までご連絡いただければ、速やかに対応させていただ

きます。 
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